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組織の概要
2021年8月改正

　事業所名及び代表者

事業所名　　　　　　　　忠内精機株式会社

代表者　　　　　　　　　　代表取締役　辻　祥治

　所在地及び連絡先

所在地 本　　社・工場

〒431-0451 静岡県湖西市白須賀3985-3104

連絡先 TEL　　（053）　579-2065

FAX　　（053）　579-2050

E-mail　tadauchi@chive.ocn.ne.jp

　事業内容

アルミダイカスト部品加工 

　環境管理責任者及び担当者

最高責任者 代表取締役　  　 辻　祥治

環境管理責任者　 工場⾧　　　  　　 鈴木貴之

事務局　　 総務                　　　   神谷千恵美

推進責任者 製造課⾧　　　　 縣 達也

推進責任者 製造課係⾧　  　 平川浩司

環境管理補佐 執行役員 榎本恵子

　対象範囲

全組織・全活動・全従業員を対象とし、全社的に取り組みしています。

　事業規模

活動規模 　単　位 　2021年 　2022年 　2023年

　生産高 　万円 13,117 13,830 11,450

　従業員 人 20 22 18

　床面積 ㎡ 1430 1430 1430

　沿　革

昭和56年 忠内製作所として、湖西市南上の原にて創業。

平成　3年 法人化をして、株式会社 忠内とする。

平成　7年 現在の場所に工場新築し　本社工場とする。

平成15年 本社工場の隣に工場を増設し　現在に至る。

平成29年 ムラマツ株式会社の傘下となる

令和　2年 忠内精機株式会社　社名変更
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基本理念
　　株式会社　忠内は、多品種少量にｱﾙﾐ部品加工　及び治具の製造をおこなっています。

環境経営方針
　　1私たちは、私たちの生活活動が、地球環境と深く関連し影響を与えていることを、

　　　　明確にとらえ、環境目的・目標・実施計画を定め、それらを必要に応じて見直し、

　　

　　　　環境保全活動の継続的な改善をはかります。

　　　 2私たちは国・地方公共団体など環境規制、規則などの要求事項を順守し、

　　　　さらに技術的・経済的に可能な範囲で自主基準を定め、一層の環境保全に取組みます。

　　　 3私たちは特に次の事項について優先的に活動し、環境保全と汚染防止に取組みます。

①   事業活動における二酸化炭素排出量の削減に努めます。

②   廃棄物の排出を抑制し、分別・保管・処分等の管理に努めます。

③   排水量削減のため、節水を徹底し水量削減に努めます。

④   グリーン購買の推進を行いエコマーク製品等の環境配慮製品の購入に努めます。

　　　　4私たちは　従業員一人ひとりの環境保護意識の向上を図る為、教育・啓発活動を

　　　　　継続的に行います。
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代表取締役　辻　祥治

会　社　方　針

　　 お客様の要求に応える製品を、ものづくりの精神に乗っ取り　生産活動をして行くと共に
地球に優しいものづくりをおこない、環境に　社会に貢献できる企業を目指します。

制定日　2020年　　7 月　　31日

忠内精機株式会社



2021年8月改正

　環境マネジメントを効果的に実施するため役割、責任及び権限を下記の通り定める。

・環境方針の制定

・環境目標及び環境活動計画を承認 及び取組み状況確認。

・ＥＡ２１の経営資源確保

・管理責任者の任命、実施体制の確認

・ＥＡ２１の全体の評価と見直し

・環境負荷と活動状況の把握と評価

・ＥＡ２１のシステムの確立・実施

・環境関連文書、及び記録の作成

・環境目標計画の策定

・環境関連法規の取りまとめ

・緊急事態への準備、対応、指示

・取組状況の確認、是正、予防

・規定、文書作成および管理

・環境計画のデータ管理

・外部コミュニケーションの窓口

・部門の計画案と実施

・環境教育の実施

・環境目標、計画の取りまとめ

・環境レポートの取りまとめ

・環境方針、環境目標達成のため、環境活動計画を実施する。

最高責任者

環境管理責任者　

ＥＡ２１事務局

推進責任者

全社員

組　　織 役　割 ・ 責　任 ・ 権　限

推進責任者

製造課　係長

平川浩司

全社員

環境計画の実施

組織の役割・責任者及び権限

ＥＡ２１事務局

総務部

神谷千恵美

推進責任者

製造課長

縣　達也

執行役員

榎本恵子

環境管理責任者

工場長

鈴木貴之

エコアクション２１実施体制

環境管理体制組織図

最高責任者

代表取締役

環境管理補佐 辻　祥治
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環境経営目標

コピー用紙削減

廃油(水溶性)削減

上水使用量削減

※表中％値は基準年度からの削減目標値です。

※中部電力の排出係数2020年度　0.4060.Kg-CO2/kWhを使用

（電力排出係数は2020年度0.4060Kg-CO2/kWh）

201.19

グリーン購買の推進 グリーン購入に努めます。

※基準年度2020年度を2021年に変更。2021年度の実績値を基準とし、次年度以降の目標値を設定した。

総排　水量 ㎥ 202.00 182.50 201.60 201.39

19,920.00

Kg 491.000 0.000 490.018 489.527 489.036

19,940.00

廃棄物排出量
枚 20,000.00 19,990.00 19,960.00

2,098.19

軽油使用量 Ｌ 1,697.21 1,876.00 1,693.82 1,692.12 1,690.42

ガソリン使用量 Ｌ 2,106.62 133.60 2,102.41 2,100.30

153,687.97

購入電力 ｋｗｈ 357,239.00 299,928.00 356,524.52 356,167.28 355,810.04

二酸化炭素排出量 ｋｇｃｏ2 154,305.19 129,696.86 153,996.58 153,842.27

2026年度

基準年度 実績値 目標0.3％ 目標0.4％ 目標0.5％

2024年8月

項目 単位
2021年度 2023年 2024年度 2025年度
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環境活動の取組結果(3)

取組項目 単位 目標値 基準(21.08～22.07） 実績(23.08～24.07） 目標達成率 評価
二酸化炭素排出量 Kg-Co2 153,996.57 154,305.19 129,696.86 118.00% 〇
電力使用量 kwh 356,524.52 357,239.00 299,928.00 118.00% 〇
ガソリン Ｌ 2,102.40 2,106.62 1,331.60 157.00% 〇
軽油 L 1,693.81 1,697.21 1,876.00 90.00% ✕
水使用量 ㎥ 201.59 202.00 182.50 110.00% 〇

〇目標値達成 ×目標値未達成

1)取組状況の確認・評価

エコアクション21の取り組ん行く上で社員全員で目標値に近づけて達成をして行こうとした結果が

でていると思われます。

軽油以外は達成することが出来ました

直接納入になったため　配送ルートが増加した為

2）是正及び予防並びに次年度取組

電気の使用量につきましては少しづつ削減する事が出来るようになってきておりますので続けて

行きたいです

△目標値未達成であるが低減傾向にある
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　　　　　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価
関連法規等の遵守状況の評価は下記の通りです。 ※　法改正の有無の確認方法は、インターネット及び各関係機関への

聞き込みにて確認しました。

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去３年間ありませんでした。 確認年月日　2024/7/31
確認名　　　神谷

法規制名 内容 条　項 改訂 遵守状況
産業廃棄物

処理
　廃棄物処理法 廃棄物運搬

処分委託
一般産廃物 株式会社 アーシス

2013/7/8　○
廃油 愛知ラインリック㈱

産業廃棄物
管理表

産業廃棄物
保管基準

特定施設の
　騒音規制法 届け出

特定施設の
　振動規制法 届け出

　化学物質排出 　PRTR法
移動量届出制度

特定施設の
　浄化槽法 届け出

浜名環保㈱

　貯蔵及び貯
　消防法 蔵施設許可

　及び届出

　環境基本法 環境の保全
基本理念

グリーン購入法 事業者義務

フロン排出

抑制法
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5条 フロン類の管理の適正化 〇 〇

○

5条 環境に優しい省エネ商品の活用と提供 ○ ○

8条 産廃物の適正処理及び環境負荷の低減 ○

46条 貯蔵及び貯蔵施設の許可や届出 2019/9/18受理 ○

内容・適用事項

法１２の２ 産業廃棄物の適正な処理・管理 ○ ○

法１２の４

廃棄物運搬・処分業者との委託契約書締結 2013/6/27　○

○
委託契約書締結

法１２の３
産業廃棄物管理票の交付と管理 2013/11/18アーシス○ ○

産業廃棄物管理票の状況の届出 2024/9/9提出○ ○

法１２の２ 8項 廃棄物保管場所に表示板の設置 2021/7/30○ ○

法６ 特定施設の設置の届け出、変更 2021/12/27市役所受理　○ ○

法５ 規制値の遵守 2021/11/29測定記録有　○ ○

法６ 特定施設の設置の届け出、変更 2021/12/27市役所受理  ○ ○

法５ 規制値の遵守 2021/11/29測定記録有　○ ○

法５ 施設の設置、変更及び廃止の届け出 2021/1/13○ ○

法5の２ 第１種指定化学物質の届出義務 SDS有 該当なし　○ ○

法１１ 定期点検の実施 ○ ○

法17の3の3 法定定期検査の実施 2019/9/18受理 ○



環境活動の取組結果とその評価、次年度の取組内容

活動期間　2023年　8月～2024年7月

　　　　作成日
1）二酸化炭素排出量の低減

評価 次期対応

休憩時間の照明消灯 徹底できた ◎ 継続

17：00以降のＭＣ可動見直し 徹底できた ◎ 継続

段取り待ち機械の電源OFF 徹底できた ◎ 継続

エアー漏れ箇所点検 徹底できた ◎ 継続

アイドリングストップの実施 徹底できた ◎ 継続

省エネ運転の促進 徹底できた ◎ 継続

リフトの使用の省エネ推進 徹底できた ◎ 継続

エアコン　清掃点検(事務所） 年2回清掃できた ◎ 継続

2)廃棄物排出量低減

評価 次期対応

社内コピーの両面使用 徹底できた ◎ 継続

シュレッターゴミの削減(ｺﾋﾟｰ用紙の裏紙使用） 徹底できた ◎ 継続

切粉油切油の再利用 徹底できた ◎ 継続

プラゴミの選別 徹底できた ◎ 継続

3）水使用量

評価 次期対応

4）環境教育

評価 時期対応

一般教育の実施 実施（年４回） ◎ 継続

5）グリーン購買の推進

エコマーク用品の購入の促進 △ 継続

6）廃棄物排出量の削減

評価 次期対応

廃棄物分別方法の表示・徹底 徹底できた ◎ 継続

7）廃棄物処理の適正管理

評価 次期対応

産業廃棄物処理の適正管理（マニフェスト票） 徹底して管理が出来ました ◎ 継続

産業廃棄物保管場所の管理 徹底している ◎ 継続

8）緊急事態対応訓練

評価 次期対応

油流出防止の訓練 2024年７月5日実施 ◎ 継続

9）環境関連法規等の厳守

評価 次期対応

環境関連法規遵守状況の確認 厳守　　改訂等含め注視 〇 継続

代表者による全体の評価と見直し

　　　　作成日

状況に応じた考え方を用いてこれからも、エコい活動を通じて経費削減を行います。

書類等の整理整頓をし、誰が見てもわかるよう

にしていきたい

2024年10月31日

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

水道の節水の徹底 一年を通じて徹底できたら良かったです。 〇 継続

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

　　辻 祥治

活　　動　　項　　目 評　価　内　容

2024年11月8日

軽油使用量は、グループ会社を通して行っていた、製品の引取納品を直接引取、納品体系に変わった為、トラックの走

行距離が伸び軽油使用量目標が未達成となっています。

　今年も猛暑が続いていたが、従業員からエアコンの起動条件・タイミング、扉の開閉について案が上がり、       従業

員が自分達で決めたルールで管理をするようにしたら、電力の使用量の削減につながった。
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緊　急　時　対　応　訓　練
2023年度

忠内精機株式会社

訓練風景

月日 2024年7月5日

テーマ ◎　油流出防止訓練

時間 14：３0～15：30

参加者 全従業員

内容

☆　油漏れ対策

☆　塞き止め訓練

☆ 土嚢置場の確認　

手順を確認

社　内　教　育

☆　エコ２１に関する知識 ☆　グリーン購買の推進

☆　エコ活動の周知徹底　 ☆　省エネ対策等

対象者　全従業員 時間 ○　朝礼

○　年3回

全員集会 　（大型連休前）
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